
monthly Jica 2007 September 046

ま
た
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
、
人
・
モ

ノ
・
カ
ネ
の
移
動
が
自
由
に
な
っ
た
こ
と
で
、
地
域
的
格

差
が
生
ま
れ
、
人
身
取
引
の
問
題
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
の
光
の
部
分
を
支
え
て
い
る
の
は
、
周
辺
諸
国
か
ら

の
不
法
労
働
者
。
２
０
０
万
人
は
い
る
と
い
わ
れ
、
彼
ら

は
工
事
現
場
や
工
場
、
飲
食
店
、
メ
ー
ド
と
し
て
不
当
な

低
賃
金
で
働
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
輸
出
振
興
で
工
業
化
を

進
め
た
タ
イ
は
、
製
品
を
よ
り
安
く
売
る
た
め
に
低
賃
金

労
働
者
を
求
め
、
一
方
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
な
ど
周
辺
国
の
貧
し
い
人
た
ち
は
バ
ン
コ
ク
な
ら
よ

り
多
く
を
稼
げ
る
と
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
甘
い
言
葉
で
誘
わ
れ
、

出
稼
ぎ
に
来
て
、
実
際
は
不
当
な
扱
い
を
受
け
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
人
々
を
保
護
・
収
容
す
る
施
設
が
国
境
沿
い

に
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
人
身
取
引
の
問
題
は
タ
イ
一

国
で
解
決
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
境
を
越
え

る
こ
の
問
題
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
地
域
的
に
犯
罪
を
防
止

し
、
被
害
者
を
保
護
・
送
還
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
地
域
の
課
題
は
共
に
解
決
し
よ
う
と
い
う
前

提
が
あ
る
の
で
、
そ
の
体
制
も
徐
々
に
で
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
保
護
さ
れ
て
国
に
帰
っ
て
も
差
別
さ
れ
、

貧
困
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
こ
に

目
を
向
け
、
被
害
者
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
、
自
立
を
支

え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
現
在
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
の
発
展
を
下
支
え
し
て
い
る
の
は
底
辺
の
労
働
者
で
あ

り
、
彼
ら
に
こ
そ
発
展
の
光
が
当
た
る
よ
う
に
取
り
組
む

こ
と
が
タ
イ
事
務
所
、
ア
ジ
ア
地
域
支
援
事
務
所
が
実
践

す
る
特
徴
的
な
人
間
の
安
全
保
障
で
す
。

ま
た
、
タ
イ
政
府
自
身
も
、
東
南
ア
ジ
ア
で
唯
一

「H
u
m
a
n
S
e
c
u
rity
N
e
tw
o
rk

（
H
S
N
）」
※
に
参
加

し
た
り
、
２
０
０
２
年
に
社
会
開
発
・
人
間
の
安
全
保
障

省
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
社
会
的
弱
者
へ
の
公
共
福
祉

を
充
実
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
協

力
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
中
で
一
歩
先
の
工
業
化
に
成

功
し
、
今
や
中
進
国
入
り
を
目
指
し
て
い
る
タ

イ
で
す
が
、
華
々
し
い
発
展
の
陰
に
は
、
貧
困
層
や
障
害

者
、子
ど
も
、高
齢
者
、女
性
、少
数
民
族
と
い
っ
た
社
会
・

経
済
的
に
弱
い
立
場
の
人
々
が
取
り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
現
在
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
セ
ン
タ
ー

（
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
健
常
者
が
障
害
者
の
自
立
を
支
え
る
と
い
う
従
来
型

で
は
な
く
、
障
害
者
同
士
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
し
合
う

「
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
と
い
う
方
法
で
、
障
害
者

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
図
る
と
同
時
に
、
社
会
を
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

あ
る
村
で
車
い
す
生
活
を
送
る
20
歳
の
女
性
に
出
会
い

ま
し
た
。
障
害
者
は
恥
と
み
な
さ
れ
て
彼
女
は
ず
っ
と
家

に
閉
じ
込
も
り
、
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

あ
る
と
き
、
同
じ
車
い
す
の
テ
ィ
ラ
ユ
ッ
ト
さ
ん
が
彼
女

を
訪
ね
、
社
会
参
加
を
手
助
け
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
、
彼
女
は
学
校
へ
通
い
、
卒
業
後
、
手
工
芸
品
販

売
で
生
計
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
今

度
は
、
そ
の
彼
女
が
別
の
障
害
者
の
兄
弟
に
自
立
を
促
し

た
こ
と
で
、
兄
弟
は
売
店
を
経
営
し
、
車
い
す
の
兄
が
注

文
取
り
を
、
脳
障
害
を
負
っ
た
弟
が
宅
配
を
担
当
し
て
、

地
域
社
会
で
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
も
励
み
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

タ
イ
の
生
活
自
立
セ
ン
タ
ー
で
働
く
テ
ィ
ラ
ユ
ッ
ト
さ

ん
は
、
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
障
害
者
リ
ー
ダ
ー
研

修
を
受
け
た
一
人
で
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
研
修
で
は
受
講
者
よ
り
重
度
の
障
害
者
の

人
が
講
師
に
な
り
、
上
か
ら
下
で
は
な
く
、
同
じ
立
場
の

人
、
弱
者
同
士
が
共
に
力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
タ
イ
を
中
心
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
の
各
国
で
も
同
様
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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中
進
国
へ
の
仲
間
入
り
を
目
指
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
共
通
の
課

題
に
も
取
り
組
む
タ
イ
。
発
展
の
陰
に
隠
れ
る
社
会
的
弱
者
に
光

を
当
て
よ
う
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実
践
す
る
人
間
の
安
全
保
障
と
は
。

発
展
を
下
支
え
す
る

人
々
に
光
を

アジア太平洋地域内のNGO・政府・国際機関の連携・ネットワークづくりを促進しているAPCDは、各国
に協力団体を有する。その一つ、パキスタンの協力団体NGO「STEP（Special Talent Exchange
Program）」は、世界銀行と協力して同国でIRCD（Information and Resource Center on Disability）プロジ
ェクトを実施。これはAPCDで研修を受けた障害のある元研修員が中心となって、障害者の情報アクセス
改善やエンパワーメント、バリアフリーの促進を目指すもので、APCDの研修成果の好事例だ

※1999年にカナダやノルウェーを中心に設立された、人間の安全保障の概念を推進する国家のネットワーク。
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